第 (だい)１号 (ごう)様式 (ようしき)
会計 (かいけい)年度 (ねんど)任用 (にんよう)職員 (しょくいん)申込書 (もうしこみしょ)
【　　　　年 (ねん)　　月 (がつ)　　日 (にち)】
	職 (しょく)　名 (めい)
	オフィスサポーター
	
	整理 (せいり)番号 (ばんごう)
	※ 人事 (じんじ)担当者 (たんとうしゃ)記入欄 (きにゅうらん)


	
	
	
	
	

	フリガナ
	
	※ 過去 (かこ)に職員 (しょくいん)番号 (ばんごう)が付与 (ふよ)されていた場合 (ばあい)、
その番号 (ばんごう)を記入 (きにゅう)

	氏 (し)　　名 (めい)
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	生年 (せいねん)月日 (がっぴ)
	　　　年 (ねん)　　　月 (がつ)　　　日 (にち)
（　　　歳 (さい)）
	電話番号 (でんわばんごう)
	　　　（　　　　）　

	住 (じゅう)　所 (しょ)
	ﾌﾘｶﾞﾅ　写真 (しゃしん)
（3×4cm）


	
	〒　　　－



	〔学歴 (がくれき)・職歴 (しょくれき)〕
	年 (ねん)
	月 (つき)
	学歴 (がくれき)・職歴 (しょくれき)

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	□
	※ 過去 (かこ)に東京都 (とうきょうと)において任用 (にんよう)された実績 (じっせき)がある場合 (ばあい)、左 (ひだり)の□にチェックを入 (い)れてください。
チェックを入 (い)れた場合 (ばあい)、上記 (じょうき)〔学歴 (がくれき)・職歴 (しょくれき)〕欄 (らん)に当該 (とうがい)実績 (じっせき)をできるだけ詳細 (しょうさい)に記入 (きにゅう)してください。
例 (れい)：勤務 (きんむ)形態 (けいたい)（常勤 (じょうきん)職員 (しょくいん)、会計 (かいけい)年度 (ねんど)任用 (にんよう)職員 (しょくいん)、一般 (いっぱん)職 (しょく)非常勤 (ひじょうきん)職員 (しょくいん)、特別 (とくべつ)職 (しょく)非常勤 (ひじょうきん)職員 (しょくいん)、臨時 (りんじ)職員 (しょくいん)等 (とう)）、職名 (しょくめい)、所属 (しょぞく)等 (とう)

	〔資格 (しかく)・免許 (めんきょ)〕
	年 (ねん)
	月 (つき)
	資格 (しかく)・免許 (めんきょ)
	〔パソコンスキル〕
・Word (ワード)（ 仕事 (しごと)で頻繁 (ひんぱん)に使用 (しよう)・使 (つか)える程度 (ていど)・使 (つか)ったことがない ）
・Excel (エクセル)（ 仕事 (しごと)で頻繁 (ひんぱん)に使用 (しよう)・使 (つか)える程度 (ていど)・使 (つか)ったことがない ）
・その他 (た)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〔活用 (かつよう)したい能力 (のうりょく)・経験 (けいけん)等 (とう)〕



	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	〔志望 (しぼう)動機 (どうき)〕

	〔特記 (とっき)事項 (じこう)・自由 (じゆう)意見 (いけん)〕


	〔東京都 (とうきょうと)における他 (た)の職 (しょく)の申込 (もうしこみ)及 (およ)び在職 (ざいしょく)状況 (じょうきょう)〕
□　他 (た)の職 (しょく)に現 (げん)に在職 (ざいしょく)しておらず、当該 (とうがい)職 (しょく)のみ申込 (もうしこ)み
□　他 (た)の職 (しょく)と併願 (へいがん)する、又 (また)は他 (た)の職 (しょく)に現 (げん)に在職 (ざいしょく)し当該 (とうがい)職 (しょく)にも申込 (もうしこ)み
　他 (た)の職 (しょく)の職名 (しょくめい)、業務 (ぎょうむ)内容 (ないよう)、任期 (にんき)、勤務 (きんむ)時間 (じかん)等 (とう)


□　東京都 (とうきょうと)再任用 (さいにんよう)職員 (しょくいん)と併願 (へいがん)（東京都 (とうきょうと)を退職 (たいしょく)した者 (もの)のみ）
	〔採用 (さいよう)された場合 (ばあい)の兼業 (けんぎょう)等 (とう)の予定 (よてい)〕
□ あり（名称 (めいしょう)：　　　　　　　　　　　　　　　　）　□ なし
「あり」の場合 (ばあい)、役職 (やくしょく)、業務 (ぎょうむ)内容 (ないよう)、従事 (じゅうじ)回数 (かいすう)・時間 (じかん)、利害 (りがい)関係 (かんけい)等 (とう)



※兼業 (けんぎょう)等 (とう)（役員 (やくいん)、自営 (じえい)等 (とう)を含 (ふく)む。）をする場合 (ばあい)、別途 (べっと)、届出書 (とどけでしょ)の提出 (ていしゅつ)が必要 (ひつよう)

	〔欠格 (けっかく)事由 (じゆう)等 (とう)に関 (かん)する申告 (しんこく)〕
□　以下 (いか)の地方 (ちほう)公務員法 (こうむいんほう)第 (だい)16条 (じょう)に定 (さだ)める採用 (さいよう)に関 (かん)する欠格 (けっかく)事由 (じゆう)等 (とう)全 (すべ)てに該当 (がいとう)しない場合 (ばあい)は、左 (ひだり)の□にチェックを入 (い)れてください。
・拘禁刑 (こうきんけい)以上 (いじょう)の刑 (けい)に処 (しょ)せられ、その執行 (しっこう)を終 (お)わるまで又 (また)はその執行 (しっこう)を受 (う)けることがなくなるまでの者 (もの)
・東京都 (とうきょうと)職員 (しょくいん)として懲戒 (ちょうかい)免職 (めんしょく)の処分 (しょぶん)を受 (う)け、当該 (とうがい)処分 (しょぶん)の日 (ひ)から２年 (ねん)を経過 (けいか)しない者 (もの)
・人事 (じんじ)委員会 (いいんかい)又 (また)は公平 (こうへい)委員会 (いいんかい)の委員 (いいん)の職 (しょく)にあつて、地方 (ちほう)公務員法 (こうむいんほう)第 (だい)60条 (じょう)から第 (だい)63条 (じょう)までに規定 (きてい)する罪 (つみ)を犯 (おか)し刑 (けい)に処 (しょ)せられた者 (もの)
・日本 (にほん)国 (こく)憲法 (けんぽう)施行 (しこう)の日 (ひ)以後 (いご)において、日本 (にほん)国 (こく)憲法 (けんぽう)又 (また)はその下 (もと)に成立 (せいりつ)した政府 (せいふ)を暴力 (ぼうりょく)で破壊 (はかい)することを主張 (しゅちょう)する政党 (せいとう)その他 (た)の団体 (だんたい)を結成 (けっせい)し、
又 (また)はこれに加入 (かにゅう)した者 (もの)
・民法 (みんぽう)の一部 (いちぶ)を改正 (かいせい)する法律 (ほうりつ)（平成 (へいせい)11年 (ねん)法律 (ほうりつ)第 (だい)149号 (ごう)）附則 (ふそく)第 (だい)３条 (じょう)第 (だい)３項 (こう)の規定 (きてい)により従前 (じゅうぜん)の例 (れい)によることとされる準禁治産者 (じゅんきんちさんしゃ)

	〔備考 (びこう)〕※ 人事 (じんじ)担当者 (たんとうしゃ)記入欄 (きにゅうらん)




